
三

第
二
章　

召
集
及
び
議
席　
　

第
一
節　

召
集　
　

（
二
）

第
二
章　

召
集
及
び
議
席

第
一
節　

召
集

二　

召
集
詔
書
公
布
の
期
日
に
関
す
る
例

常
会
の
召
集
詔
書
は
、
少
な
く
と
も
召
集
日
の
十
日
前
に
公
布
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
第
百
二
十
一
回
国
会
に
お
け
る

国
会
法
改
正
後
に
お
い
て
は
、
召
集
日
の
十
日
乃
至
二
十
日
前
に
公
布
さ
れ
て
い
る
。

臨
時
会
の
召
集
詔
書
公
布
の
期
日
に
つ
い
て
は
、
法
規
に
定
め
が
な
い
が
、
従
来
の
例
に
よ
れ
ば
、
召
集
日
の
三
日
乃

至
二
十
三
日
前
に
公
布
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
後
の
臨
時
会
の
召
集
詔
書
は
、
従
来
の
例
に

よ
れ
ば
、
召
集
日
の
三
日
乃
至
十
五
日
前
に
公
布
さ
れ
て
い
る
。
衆
議
院
議
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
総
選
挙
後
の
臨
時

会
（
第
七
十
九
回
国
会
）
の
召
集
詔
書
は
、
召
集
日
の
七
日
前
に
公
布
さ
れ
て
い
る
。

特
別
会
の
召
集
詔
書
公
布
の
期
日
に
つ
い
て
も
、
法
規
に
定
め
が
な
い
が
、
従
来
の
例
に
よ
れ
ば
、
召
集
日
の
三
日
乃

至
十
六
日
前
に
公
布
さ
れ
て
い
る
。

（
注
）
国
会
法
第
一
条
第
二
項
は
、「
常
会
の
召
集
詔
書
は
、
少
く
と
も
二
十
日
前
に
こ
れ
を
公
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
な
っ

国

第

一

条



四

て
い
た
が
、
第
百
二
十
一
回
国
会
に
お
け
る
国
会
法
の
改
正
（
平
成
三
年
法
律
第
八
十
六
号
）
に
よ
り
、「
常
会
の
召
集
詔
書
は
、

少
な
く
と
も
十
日
前
に
こ
れ
を
公
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
改
め
ら
れ
た
。

参
照　

四
九
九
号

三　

常
会
は
、
毎
年
一
月
中
に
召
集
さ
れ
る
の
を
常
例
と
す
る

常
会
は
、
毎
年
一
月
中
に
召
集
さ
れ
る
の
を
常
例
と
す
る
。

（
注
）
国
会
法
第
二
条
は
、
制
定
当
初
、「
常
会
は
、
毎
年
十
二
月
上
旬
に
こ
れ
を
召
集
す
る
。
但
し
、
そ
の
会
期
中
に
議
員
の
任
期
が

満
限
に
達
し
な
い
よ
う
に
こ
れ
を
召
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
な
っ
て
い
た
が
、
第
二
十
一
回
国
会
に
お
け
る
国
会
法
の

改
正
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
三
号
）
に
よ
り
、「
常
会
は
、
毎
年
十
二
月
中
に
召
集
す
る
の
を
常
例
と
す
る
。」
と
改
め
ら
れ
、

さ
ら
に
、
第
百
二
十
一
回
国
会
に
お
け
る
国
会
法
の
改
正
（
平
成
三
年
法
律
第
八
十
六
号
）
に
よ
り
、「
常
会
は
、
毎
年
一
月
中

に
召
集
す
る
の
を
常
例
と
す
る
。」
と
改
め
ら
れ
た
。

憲

第
五
二
条

国

第

二

条



五

第
二
章　

召
集
及
び
議
席　
　

第
一
節　

召
集　
　

（
三
、
四
）

四　

常
会
の
召
集
詔
書
が
公
布
さ
れ
た
が
、
衆
議
院
の
解
散
に
よ
り
常
会
が

開
か
れ
な
か
っ
た
例

常
会
の
召
集
詔
書
が
公
布
さ
れ
た
が
、
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
た
め
、
常
会
が
開
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭
和
四
十
四
年
十
一
月
二
十
九
日
（
第
六
十
二
回
国
会
開
会
中
）
に
常
会
の
召
集
詔
書
（
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
二
十
七
日
召

集
）
が
公
布
さ
れ
た
が
、
同
年
十
二
月
二
日
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
た
め
常
会
は
開
か
れ
な
か
っ
た
（
昭
和
四
十
四

年
十
二
月
二
十
七
日
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
昭
和
四
十
五
年
一
月
十
四
日
第
六
十
三
回
国
会
（
特
別
会
）
が
召
集
さ
れ
た
）
。

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
十
一
日
（
第
七
十
回
国
会
開
会
中
）
に
常
会
の
召
集
詔
書
（
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
九
日
召
集
）
が

公
布
さ
れ
た
が
、
同
月
十
三
日
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
た
め
常
会
は
開
か
れ
な
か
っ
た
（
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
十

日
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
同
月
二
十
二
日
第
七
十
一
回
国
会
（
特
別
会
）
が
召
集
さ
れ
た
）
。

昭
和
五
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日
（
第
百
回
国
会
開
会
中
）
に
常
会
の
召
集
詔
書
（
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
十
五
日
召
集
）

が
公
布
さ
れ
た
が
、
同
月
二
十
八
日
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
た
め
常
会
は
開
か
れ
な
か
っ
た
（
昭
和
五
十
八
年
十
二

月
十
八
日
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
同
月
二
十
六
日
第
百
一
回
国
会
（
特
別
会
）
が
召
集
さ
れ
た
）
。

参
照　

一
号

憲

第

七

条

 
第
五
二
条

 

第
五
四
条

（
国 

第
二
条
）



六

五　

特
別
会
は
、
総
選
挙
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
召
集
さ
れ
る

特
別
会
は
、
衆
議
院
解
散
後
行
わ
れ
る
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
召
集
さ
れ
る
。
従
来
の
例
に

よ
れ
ば
、
総
選
挙
の
日
か
ら
九
日
乃
至
三
十
日
目
に
召
集
さ
れ
て
い
る
。

六　

衆
議
院
議
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
総
選
挙
後
の
臨
時
会
は
、
そ
の
任
期

の
始
ま
る
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
召
集
さ
れ
る

衆
議
院
議
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
総
選
挙
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
任
期
の
始
ま
る
日
か
ら
三
十
日
以

内
に
臨
時
会
が
召
集
さ
れ
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
七
十
九
回
国
会
（
第
三
十
四
回
総
選
挙
後
）　

昭
和
五
十
一
年
十
二
月
二
十
四
日
召
集
―
任
期
開
始
日
か
ら
十
五
日
目

（
選
挙
の
日
か
ら
二
十
日
目
）

（
注
）
第
二
十
八
回
国
会
に
お
け
る
国
会
法
の
改
正
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
十
五
号
）
に
よ
り
、
第
二
条
の
三
の
規
定
が
設
け
ら

れ
、
衆
議
院
議
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
総
選
挙
又
は
参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
た
後
の
国
会
の
召
集
に
関
す
る
規
定

が
追
加
さ
れ
た
。

憲 

第
五
四
条

国 

第
二

条

の
三

選 

第
二
五
六

条



七

第
二
章　

召
集
及
び
議
席　
　

第
一
節　

召
集　
　

（
五
―
七
）

七　

参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
後
の
臨
時
会
は
、
そ
の
任
期
が
始
ま
る
日
か

ら
三
十
日
以
内
に
召
集
さ
れ
る

参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
任
期
が
始
ま
る
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
臨
時
会
が

召
集
さ
れ
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
三
十
二
回
国
会
（
第
五
回
通
常
選
挙
後
） 

昭
和
三
十
四
年
六
月
二
十
二
日
召
集
―
任
期
開
始
日
（
選
挙
の
日
）
か
ら

二
十
一
日
目

第
四
十
一
回
国
会
（
第
六
回
通
常
選
挙
後
） 

昭
和
三
十
七
年
八
月
四
日
召
集
―
任
期
開
始
日
か
ら
二
十
八
日
目
（
選
挙

の
日
か
ら
三
十
五
日
目
）

第
四
十
九
回
国
会
（
第
七
回
通
常
選
挙
後
） 

昭
和
四
十
年
七
月
二
十
二
日
召
集
―
任
期
開
始
日
（
選
挙
の
日
）
か
ら
十

九
日
目

第
五
十
九
回
国
会
（
第
八
回
通
常
選
挙
後
） 

昭
和
四
十
三
年
八
月
一
日
召
集
―
任
期
開
始
日
か
ら
二
十
五
日
目
（
選
挙

の
日
か
ら
二
十
六
日
目
）

第
六
十
六
回
国
会
（
第
九
回
通
常
選
挙
後
） 

昭
和
四
十
六
年
七
月
十
四
日
召
集
―
任
期
開
始
日
か
ら
十
一
日
目
（
選
挙

の
日
か
ら
十
八
日
目
）

国 

第
二

条

の
三

選 

第
二
五
七

条



八

第
七
十
三
回
国
会
（
第
十
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
四
十
九
年
七
月
二
十
四
日
召
集
―
任
期
開
始
日
か
ら
十
七
日
目
（
選

挙
の
日
か
ら
十
八
日
目
）

第
八
十
一
回
国
会
（
第
十
一
回
通
常
選
挙
後
） 

昭
和
五
十
二
年
七
月
二
十
七
日
召
集
―
任
期
開
始
日
（
選
挙
の
日
）
か

ら
十
八
日
目

第
九
十
九
回
国
会
（
第
十
三
回
通
常
選
挙
後
） 

昭
和
五
十
八
年
七
月
十
八
日
召
集
―
任
期
開
始
日
か
ら
九
日
目
（
選
挙

の
日
か
ら
二
十
三
日
目
）

第
百
十
五
回
国
会
（
第
十
五
回
通
常
選
挙
後
） 

平
成
元
年
八
月
七
日
召
集
―
任
期
開
始
日
（
選
挙
の
日
）
か
ら
十
六
日

目
第
百
二
十
四
回
国
会
（
第
十
六
回
通
常
選
挙
後
） 

平
成
四
年
八
月
七
日
召
集
―
任
期
開
始
日
（
選
挙
の
日
）
か
ら
十
三

日
目

第
百
三
十
三
回
国
会
（
第
十
七
回
通
常
選
挙
後
） 

平
成
七
年
八
月
四
日
召
集
―
任
期
開
始
日
（
選
挙
の
日
）
か
ら
十
三

日
目

第
百
四
十
三
回
国
会
（
第
十
八
回
通
常
選
挙
後
） 

平
成
十
年
七
月
三
十
日
召
集
―
任
期
開
始
日
か
ら
五
日
目
（
選
挙
の

日
か
ら
十
九
日
目
）

第
百
五
十
二
回
国
会
（
第
十
九
回
通
常
選
挙
後
） 

平
成
十
三
年
八
月
七
日
召
集
―
任
期
開
始
日
（
選
挙
の
日
）
か
ら
十



九

第
二
章　

召
集
及
び
議
席　
　

第
一
節　

召
集　
　

（
七
）

日
目

第
百
六
十
回
国
会
（
第
二
十
回
通
常
選
挙
後
）　

平
成
十
六
年
七
月
三
十
日
召
集
―
任
期
開
始
日
か
ら
五
日
目
（
選
挙
の

日
か
ら
二
十
日
目
）

第
百
六
十
七
回
国
会 

（
第
二
十
一
回
通
常
選
挙
後
） 

平
成
十
九
年
八
月
七
日
召
集
―
任
期
開
始
日
（
選
挙
の
日
）
か
ら

十
日
目

第
百
七
十
五
回
国
会 

（
第
二
十
二
回
通
常
選
挙
後
） 

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日
召
集
―
任
期
開
始
日
か
ら
五
日
目

（
選
挙
の
日
か
ら
二
十
日
目
）

第
百
八
十
四
回
国
会 

（
第
二
十
三
回
通
常
選
挙
後
） 

平
成
二
十
五
年
八
月
二
日
召
集
―
任
期
開
始
日
か
ら
五
日
目
（
選

挙
の
日
か
ら
十
三
日
目
）

第
百
九
十
一
回
国
会 

（
第
二
十
四
回
通
常
選
挙
後
） 

平
成
二
十
八
年
八
月
一
日
召
集
―
任
期
開
始
日
か
ら
七
日
目
（
選

挙
の
日
か
ら
二
十
三
日
目
）

第
百
九
十
九
回
国
会 

（
第
二
十
五
回
通
常
選
挙
後
） 

令
和
元
年
八
月
一
日
召
集
―
任
期
開
始
日
か
ら
四
日
目
（
選
挙
の

日
か
ら
十
二
日
目
）

な
お
、
参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
と
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
が
同
日
に
行
わ
れ
、
選
挙
後
の
国
会
が
特
別
会
と
し
て
召

集
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。



一
〇

第
九
十
二
回
国
会
（
第
十
二
回
通
常
選
挙
後
及
び
第
三
十
六
回
総
選
挙
後
）　

昭
和
五
十
五
年
七
月
十
七
日
召
集
―
任
期
開

始
日
か
ら
十
日
目
（
選
挙
の
日
か
ら
二
十
六
日
目
）

第
百
六
回
国
会
（
第
十
四
回
通
常
選
挙
後
及
び
第
三
十
八
回
総
選
挙
後
）　

昭
和
六
十
一
年
七
月
二
十
二
日
召
集
―
任
期
開

始
日
か
ら
十
五
日
目
（
選
挙
の
日
か
ら
十
七
日
目
）

（
注
）
第
二
十
八
回
国
会
に
お
け
る
国
会
法
の
改
正
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
十
五
号
）
に
よ
り
、
第
二
条
の
三
の
規
定
が
設
け
ら

れ
、
衆
議
院
議
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
総
選
挙
又
は
参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
た
後
の
国
会
の
召
集
に
関
す
る
規
定

が
追
加
さ
れ
た
。

八　

議
員
の
要
求
に
基
づ
き
臨
時
会
が
召
集
さ
れ
た
例

参
議
院
又
は
衆
議
院
の
総
議
員
の
四
分
の
一
以
上
の
議
員
か
ら
議
長
を
経
由
し
て
内
閣
に
臨
時
会
の
召
集
を
要
求
し
た

と
き
は
、
内
閣
は
、
そ
の
召
集
を
決
定
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

議
員
の
要
求
に
基
づ
き
内
閣
が
召
集
を
決
定
し
た
臨
時
会
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

㈠　
参
議
院
議
員
及
び
衆
議
院
議
員
の
双
方
の
要
求
に
基
づ
く
も
の
（
二
十
五
回
）

第
六
回
国
会
、
第
九
回
国
会
、
第
十
一
回
国
会
、
第
二
十
回
国
会
、
第
二
十
五
回
国
会
、
第
二
十
七
回
国
会
、
第
三

憲

第
五
三
条

国

第

三

条



一
一

第
二
章　

召
集
及
び
議
席　
　

第
一
節　

召
集　
　

（
八
）

十
回
国
会
、
第
三
十
三
回
国
会
、
第
三
十
六
回
国
会
、
第
三
十
九
回
国
会
、
第
四
十
二
回
国
会
、
第
四
十
四
回
国
会
、

第
四
十
七
回
国
会
、
第
五
十
三
回
国
会
、
第
五
十
七
回
国
会
、
第
六
十
回
国
会
、
第
六
十
二
回
国
会
、
第
六
十
四
回

国
会
、
第
七
十
回
国
会
、
第
七
十
四
回
国
会
、
第
百
三
十
四
回
国
会
、
第
百
三
十
七
回
国
会
、
第
百
四
十
九
回
国
会
、

第
百
七
十
三
回
国
会
、
第
百
九
十
四
回
国
会

㈡　
参
議
院
議
員
の
み
の
要
求
に
基
づ
く
も
の
（
二
回
）

第
百
五
回
国
会
、
第
百
八
十
五
回
国
会

㈢　
衆
議
院
議
員
の
み
の
要
求
に
基
づ
く
も
の
（
九
回
）

第
三
回
国
会
、
第
十
七
回
国
会
、
第
十
八
回
国
会
、
第
二
十
三
回
国
会
、
第
八
十
三
回
国
会
、
第
百
五
十
三
回
国
会
、

第
百
六
十
一
回
国
会
、
第
二
百
二
回
国
会
、
第
二
百
五
回
国
会

な
お
、
参
議
院
議
員
及
び
衆
議
院
議
員
の
双
方
か
ら
の
臨
時
会
召
集
要
求
に
対
し
て
、
内
閣
が
常
会
の
召
集
を
決
定
し

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
例
は
、
第
百
五
十
九
回
国
会
（
要
求
の
五
十
三
日
後
に
召
集
）
、
第
百
六
十
四
回
国
会
（
要
求
の
八
十

日
後
に
召
集
）
及
び
第
百
九
十
回
国
会
（
要
求
の
七
十
五
日
後
に
召
集
）
で
あ
る
。



一
二

九　

臨
時
会
召
集
要
求
の
手
続
に
関
す
る
例

議
員
が
臨
時
会
の
召
集
要
求
を
す
る
に
は
、
召
集
要
求
の
理
由
を
記
し
、
議
院
の
総
議
員
の
四
分
の
一
以
上
の
議
員
が

連
名
（
代
表
者
は
記
名
押
印
）
で
提
出
す
る
の
を
例
と
す
る
。

臨
時
会
召
集
要
求
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
議
長
は
、
即
日
、
こ
れ
を
内
閣
に
送
付
す
る
。
な
お
、
事
務
総
長
は
、

そ
の
旨
を
衆
議
院
事
務
総
長
に
通
知
す
る
。

臨
時
会
召
集
の
要
求
に
基
づ
き
内
閣
が
臨
時
会
の
召
集
を
決
定
し
た
と
き
は
、
即
日
、
内
閣
か
ら
議
長
及
び
要
求
し
た

議
員
の
代
表
者
に
そ
の
旨
の
通
知
が
あ
る
の
を
例
と
す
る
。
な
お
、
臨
時
会
の
召
集
要
求
に
対
し
て
、
内
閣
が
常
会
の

召
集
を
決
定
し
た
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

第
二
節　

議
席

一
〇　

議
席
は
、
召
集
日
に
指
定
す
る
の
を
例
と
す
る

議
員
の
議
席
は
、
召
集
日
の
議
院
の
会
議
の
始
め
に
議
長
が
指
定
す
る
の
を
例
と
す
る
。
た
だ
し
、
召
集
日
に
議
長
が

憲

第
五
三
条

国

第

三

条

規 

第
一
四
条



一
三

第
二
章　

召
集
及
び
議
席　
　

第
一
節　

召
集　
　

（
九
）

第
二
節　

議
席　
　

（
一
〇
、
一
一
）

な
い
場
合
は
、
新
た
に
当
選
し
た
議
長
が
こ
れ
を
行
う
た
め
、
議
席
の
指
定
が
召
集
日
の
翌
日
（
第
十
六
回
国
会
、
第
三

十
二
回
国
会
及
び
第
八
十
一
回
国
会
）
又
は
翌
々
日
（
第
五
十
九
回
国
会
）
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

参
照　

二
二
七
号
、
三
九
一
号

一
一　

議
席
は
、
議
員
の
所
属
会
派
別
に
よ
り
指
定
す
る

議
員
の
議
席
を
定
め
る
場
合
、
議
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
諮
っ
て
会
派
別
に
区
分
し
、
各
会

派
の
申
出
に
基
づ
き
召
集
日
の
前
日
に
議
員
の
仮
議
席
を
定
め
、
召
集
日
に
仮
議
席
の
と
お
り
指
定
す
る
の
を
例
と
す

る
。
会
派
に
属
し
な
い
議
員
の
議
席
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
全
部
を
一
区
画
内
に
ま
と
め
、
個
々
の
議
員
の

議
席
は
、
議
長
が
議
員
在
職
年
数
、
年
齢
等
を
考
慮
の
上
、
定
め
る
の
を
例
と
す
る
。

（
注
）
第
一
回
国
会
の
当
初
の
議
席
は
、
会
派
別
に
区
分
す
る
こ
と
な
く
年
長
順
に
定
め
た
。

参
照　

一
一
四
号

（
規 

第
一
四

条
）



一
四

一
二　

会
期
中
に
当
選
し
た
議
員
の
議
席
は
、
議
長
が
そ
の
都
度
指
定
す
る

会
期
中
に
補
欠
選
挙
等
に
よ
り
当
選
し
た
議
員
の
議
席
に
つ
い
て
は
、
議
長
は
、
そ
の
都
度
会
派
の
申
出
に
基
づ
き
こ

れ
を
指
定
す
る
。

な
お
、
召
集
日
に
当
選
通
知
書
を
受
領
し
た
議
員
の
議
席
指
定
に
つ
き
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

第
九
十
八
回
国
会　

昭
和
五
十
七
年
十
二
月
二
十
八
日
（
召
集
日
）
に
当
選
通
知
書
を
受
領
し
た
沖
外
夫
君
の
議
席

に
つ
い
て
は
、
同
日
会
議
前
に
仮
議
席
を
定
め
た
上
、
議
院
の
会
議
で
他
の
議
員
と
一
括
し
て
議
席
指
定
を
行
っ

た
。

参
照　

一
〇
二
号

一
三　

議
席
の
変
更
は
、
各
会
派
の
申
出
に
基
づ
き
議
長
に
お
い
て
決
定
す

る

議
席
の
変
更
は
、
各
会
派
の
申
出
に
基
づ
き
議
長
に
お
い
て
こ
れ
を
決
定
す
る
。
ま
た
、
会
派
の
異
動
等
に
よ
り
会
派

別
の
区
分
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
議
長
は
、
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
諮
っ
て
決
定
す
る
の
を
例
と
す

（
規 

第
一
四

条
）

規 

第
一
四
条



一
五

第
二
章　

召
集
及
び
議
席　
　

第
二
節　

議
席　
　

（
一
二
―
一
五
）

る
。

参
照　

一
一
四
号
、
三
九
一
号

一
四　

議
席
を
指
定
し
又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
参
議
院
公
報
に
よ
り
こ
れ

を
議
員
に
通
知
す
る

議
長
が
議
員
の
議
席
を
指
定
し
又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
参
議
院
公
報
に
掲
載
し
、
各
議
員
に
通
知
す
る
。

仮
議
席
を
定
め
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

参
照　

五
〇
六
号

一
五　

議
席
に
は
、
号
数
及
び
氏
名
標
を
付
し
、
表
決
に
用
い
る
木
札
及
び

選
挙
投
票
用
紙
を
備
え
、
押
し
ボ
タ
ン
式
投
票
機
を
設
置
す
る

議
席
に
は
、
号
数
及
び
氏
名
標
（
黒
漆
塗
り
角
柱
の
四
方
に
白
字
で
議
員
氏
名
を
書
い
た
も
の
）
を
付
し
、
表
決
に
用
い
る
白

色
及
び
青
色
の
木
札
（
無
名
投
票
の
際
に
は
こ
の
白
色
の
木
札
を
名
刺
と
し
て
用
い
る
）
を
備
え
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
選
挙

規 

第
二
五
三

条

規 

第
一
四
条



一
六

投
票
用
紙
を
備
え
る
。
ま
た
、
押
し
ボ
タ
ン
式
投
票
に
用
い
る
投
票
機
を
設
置
し
、
賛
成
ボ
タ
ン
、
反
対
ボ
タ
ン
、
取

消
し
ボ
タ
ン
及
び
確
認
ラ
ン
プ
を
付
す
る
。

な
お
、
会
議
に
出
席
し
た
議
員
は
、
氏
名
標
を
立
て
る
。
こ
れ
に
よ
り
投
票
機
の
出
席
確
認
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
、
投
票

装
置
の
記
録
に
基
づ
き
出
席
議
員
の
氏
名
が
会
議
録
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
注
）
第
一
回
国
会
昭
和
二
十
二
年
九
月
十
五
日
の
各
派
交
渉
会
に
お
い
て
、
同
日
以
後
、
会
議
に
出
席
し
た
議
員
は
氏
名
標
を
立
て

る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
よ
り
出
席
議
員
の
氏
名
を
会
議
録
に
掲
載
す
る
旨
の
決
定
が
あ
っ
た
。
第
百
四
十
二
回
国
会
平
成
十
年

一
月
十
二
日
（
召
集
日
）
か
ら
は
、
氏
名
標
を
立
て
る
こ
と
に
よ
り
自
動
的
に
議
員
の
出
席
が
記
録
さ
れ
る
投
票
装
置
を
使
用

し
て
い
る
。
な
お
、
出
席
議
員
の
氏
名
の
会
議
録
掲
載
は
、
既
に
昭
和
二
十
二
年
六
月
二
十
八
日
の
会
議
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

が
、
当
初
は
、
控
室
の
文
書
函
に
あ
ら
か
じ
め
配
付
し
た
出
席
票
を
、
議
員
が
議
場
に
出
席
の
際
、
議
場
内
後
方
備
付
け
の
箱

に
投
入
す
る
方
法
に
よ
っ
て
い
た
。 

 

第
二
百
一
回
国
会
令
和
二
年
四
月
九
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、

議
場
内
の
中
央
部
分
の
二
百
五
十
五
席
に
の
み
号
数
を
付
し
て
き
た
従
来
の
議
席
配
置
を
変
更
し
、
議
員
が
間
隔
を
空
け
て
着

席
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
四
百
六
十
席
全
て
に
号
数
を
付
し
た
上
で
、
議
員
定
数
分
の
議
席
を
間
隔
を
空
け
て
配
置
し
て

会
派
別
に
区
分
す
る
旨
の
決
定
が
あ
り
、
同
日
議
長
は
、
各
会
派
の
申
出
に
基
づ
き
議
席
を
変
更
し
た
。
こ
の
議
席
配
置
に
お

い
て
は
、
氏
名
標
及
び
押
し
ボ
タ
ン
式
投
票
機
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
議
席
が
あ
る
た
め
、
同
月
十
日
の
会
議
以
降
、
出
席
議



一
七

第
二
章　

召
集
及
び
議
席　
　

第
二
節　

議
席　
　

（
一
六
）

員
の
記
録
は
氏
名
標
に
代
え
て
各
議
席
に
付
さ
れ
た
氏
名
札
を
裏
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
い
、
議
案
等
の
採
決
は
原
則
と
し
て

起
立
採
決
で
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

第
二
百
二
回
国
会
令
和
二
年
九
月
十
六
日
（
召
集
日
）
の
会
議
以
降
、
議
長
は
、
同
様
に
間
隔
を
空
け
て
配
置
し
た
議
席
を
会

派
別
に
区
分
し
て
指
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
押
し
ボ
タ
ン
式
投
票
機
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
議
席
に
も
氏
名
標
を
付
し
、
出
席

議
員
の
記
録
は
氏
名
標
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

参
照　

三
三
九
号

一
六　

車
椅
子
を
使
用
す
る
議
員
が
登
壇
す
る
た
め
の
ス
ロ
ー
プ
に
関
す
る

例

第
九
十
一
回
国
会
昭
和
五
十
五
年
一
月
二
十
九
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
車
椅
子
を
使
用
す
る
議
員

が
登
壇
す
る
際
、
議
場
内
演
壇
に
向
か
っ
て
右
端
の
大
臣
席
に
至
る
通
路
の
階
段
に
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
、
こ
れ
を
経

て
大
臣
席
後
方
を
通
り
演
壇
に
至
る
こ
と
と
す
る
旨
の
決
定
が
あ
っ
た
。

第
二
百
回
国
会
令
和
元
年
十
二
月
三
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
本
院
施
設
に
お
け
る
更
な
る
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
整
備
に
つ
い
て
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
車
椅
子
を
使
用
す
る
議
員
が
登
壇
す
る
た
め
、
議
場
に
議
員



一
八

席
か
ら
演
壇
ま
で
の
ス
ロ
ー
プ
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
第
二
百
四
回
国
会
令
和
三
年
一
月
十
八
日
（
召
集
日
）

か
ら
使
用
が
開
始
さ
れ
た
。
ス
ロ
ー
プ
は
、
車
椅
子
を
使
用
す
る
議
員
が
登
壇
す
る
際
に
使
用
す
る
が
、
他
の
議
員
も

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
注
）
第
二
百
三
回
国
会
閉
会
後
令
和
三
年
一
月
十
三
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
ス
ロ
ー
プ
の
使
用
に
つ
い
て
次
の

旨
の
決
定
が
あ
っ
た
。

議
場
に
設
置
さ
れ
る
ス
ロ
ー
プ
の
使
用
に
つ
い
て

1　

ス
ロ
ー
プ
は
、
車
椅
子
を
使
用
す
る
議
員
が
発
言
の
た
め
に
登
壇
す
る
際
に
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
他
の

議
員
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2　

車
椅
子
を
使
用
す
る
議
員
の
記
名
投
票
、
役
員
等
の
選
挙
、
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
に
お
け
る
投
票
に
つ
い
て
は
、
参

事
に
委
託
し
、
又
は
ス
ロ
ー
プ
を
使
用
し
て
行
う
こ
と
と
す
る
。

　

ス
ロ
ー
プ
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
最
後
に
登
壇
す
る
こ
と
と
し
、
任
意
の
方
向
か
ら
登
降
壇
で
き
る

こ
と
と
す
る
。

3　

車
椅
子
を
使
用
す
る
議
員
以
外
の
議
員
が
ス
ロ
ー
プ
を
使
用
し
て
投
票
す
る
場
合
に
は
、
議
長
席
に
向
か
っ
て
右
方
か

ら
演
壇
に
登
っ
て
投
票
し
、
議
長
席
に
向
か
っ
て
左
方
か
ら
降
り
て
席
に
復
す
る
こ
と
と
す
る
。

4　

上
記
に
よ
り
難
い
事
態
が
生
じ
た
場
合
は
、
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
又
は
議
場
内
に
お
け
る
理
事
の
協
議
に
よ
り
対



一
九

第
二
章　

召
集
及
び
議
席　
　

第
二
節　

議
席　
　

（
一
六
）

処
す
る
も
の
と
す
る
。

参
照　

四
九
号
、
五
一
号
、
九
〇
号
、
九
一
号
、
一
一
六
号
、
三
四
三
号
、
三
四
四
号


